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EIAJ-EDIを継承したECALGA標準 

取引標準専門委員会 

 ＥＣＡＬＧＡ標準 
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１－１．はじめに：講演内容 

1989年に業界標準としてEIAJ-EDI標準を初めて策定

した後、2003年にはインターネットとXML技術を取り入

れたECALGA標準の初版を発行し改訂を積み重ね、

最新版は2012年度版になります。一方でEDI実務の現

場では、まだ多くの企業はEIAJ-EDI標準2001年版を

利用されていることが実状であると捉えています。 

ECALGA標準がEIAJ-EDIを包含している視点から整

理するとともにECALGA標準の変遷と特徴を改めてま

とめ、ECALGA標準を総括的に紹介いたします。 



All Rights Reserved, Copyright © 2013 JEITA 4 

１－２．はじめに：標準の構造 

業務プロセス 

メッセージ 

データ交換規約 

【 標準構造 】 【 EDI一般規約 】 【 ECALGA標準 】 

B
O
V
 

ビジネス上の取り決めの側面 

業務レベルの取引規約 

ビジネスプロセス 
（業務シナリオで定義） 

標準メッセージ 
（ﾋﾞｼﾞﾈｽ文書 / 項目辞書/ ｺｰﾄﾞ） 

Ｆ
Ｓ
Ｖ
 

情報システム技術の側面 

情報システムの運用規約 
（振り分け / 再送方法） 

シンタックスルール 
（XML / CII / 添付ファイル） 

通信プロトコル 
（ebXML / 拡張Z手順…etc） 

情報伝達規約 

業務運用規約 

取引基本規約 

※本講演での定義 

BOV: Business Operational View 

FSV: Functional Service View 

情報表現規約 
メッセージ、データ項目 

シンタックスルール 

※ISO定義 ※旧産業情報化推進センター定義 
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１－３．はじめに：標準の範囲 

商品 
企画 

基本 
設計 

性能 
設計 

詳細 
設計 

開発 
原価 
検討 

納期 
検討 

仕様 
決定 

需要 
予測 

生産 
計画 

材料 
計画 

発注 受入 生産 出荷 
ﾌｫｰ 
ｷｬｽﾄ 

エンジニアリングチェーン （ECM） サプライチェーン （SCM） 

企業間の全業務プロセス（製品開発から受発注、支払まで全ての取引業務をカバー） 

品質管理 
生産・ 
債務管理 

受入・在庫 注文 
取引先・ 
購入品選定 

製品企画設計・
開発 

発注者 社内の 

業務プロセス 

受注者 社内の 

業務プロセス 
顧客サポート 

出荷・ 
債権管理 

生産・在庫 受注 
販売計画・ 

推進 
部品企画設計・ 

開発 

企業間の
業務 

プロセス 

A 取引内容の 
  探索確認 
 
・製品開発ロード 
 マップ確認 
・部品開発ロード 
 マップ確認 
・新部品提示と確認 
・部品提示と確認 
・部品採用認定 
・仕様変更 
・環境情報確認 
・製品終息 
・サンプル要求 
・技術見積 

B 取引条件の 
  確認 
 
・個別見積 
 (新規・改定) 
・継続見積 
 (新規・改定) 

D 納期調整と
確認 
 
・納期確認 
・納期回答 
・納入指示 
・予約残照会 
・注文状況照会 
・在庫照会 
・生産仕掛状況 
 照会 

C 生産計画と発注 
 
・製品生産計画 
・部品所要計画 
・預託倉庫在庫 
 計画 
・サンプル要求 
・予約注文 
・確定注文 

G 品質保証 
 
・着荷障害通知 
・フィールド障害 
 通知 
・工程、材料、 
 加工方法、 
 人員変更通知 

E 出荷と受入 
 
・受注者出荷 
・発注者入荷 
・検査 
・検収 
・返品 
・代品納入 
・預託倉庫管理 

F 請求支払 
 
・買掛と売掛 
 照合 
・代金請求 
・支払と回収 
 管理 

H 支給取引 
 ・支給計画 
 ・支給実績 
 ・支給品受領と検収 
 ・支給品在庫管理 
 ・支給品買掛と請求 

・預託在庫通知 
・輸出梱包 

・納品案内書とJラベル発行 
・コンサイメント入庫予定 
・コンサイメント入庫実績 
・コンサイメント出荷実績 
・検収 

発注者業務プロセス 
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２．EIAJ～ECALGAの変遷 
ECALGA EIAJ 2003 1989 2013 

Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ 

コ
ン
セ
プ
ト 

全体 

SCM 
(商取引情報) 

ECM 
(技術情報) 

標
準
構
造 

業務 

プロセス 

メッセージ 

データ交換
規約 

海
外 

Ｅ
Ｄ
Ｉ 

技
術 

動
向 

通常取引（量産品）のバッチ交換 

 → 個別方式から業界標準へ 

電子部品・半導体（ｶﾀﾛｸﾞ）情報の交換 

 → ECALS辞書の制定 

 → 公開と検索の標準化 

・リアルタイム交換 
 への対応 
・データ交換業務 
 の自動化 
・国際化との整合性 
 を確保 

実状にあった標準へ 
・リアルタイムと自動 
 化の取り止め 
・国際化との整合性の 
 確保は継続 

業
際
化 

・  

国
際
化 

【SCM】 

   受発注からモデルを随時追加 

【ECM】 

   カタログ情報 

継続的にモデルを拡大 

モデルの対象範囲を拡大 モデル簡素化 

EIAJ・CII形式 XML形式 ＋ CII形式 XML形式 

拡張Z手順（全銀TCP/IP） ebXML(BPSSあり) ebXML(BPSSなし) ＋ 拡張Z 

ANSI 

UN/EDIFACT 

インターネット 

XML 

現
状
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
と
不
一
致 

高
価
な
投
資
が
必
要 

IT・エレクトロニクス業界における企業間の全業務プロセスの標準化と効率化 （個別方式の撤廃） 

国際標準との整合性確保 

（見積、注文、納入、検収、請求支払・・・） 

交換型 

（VMI、コンサイメント） （海外取引モデル） 

（納入・購入仕様書、環境情報） （部品情報・・・） 

ECALGAにEIAJ 
     を完全に包含 

変化への対応 
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３－１．ECALGA標準の特徴：総括 

【 ECALGA標準 】 【 他の標準 】 

① 業務運用と実装レベルを細

かく規定して個別調整をな
るべく必要としない標準 

① 汎用性を重視 

● 企業間の全業務プロセスを
網羅 

● 受発注等一部に
特定 

③ ビジネスプロセスを十分に分
析し、メッセージや帳票を定義 

④ 会員企業の実用化ニーズを取
り入れる 

⑤ 他業界の要求も取り込む 

③ メッセージを中心に
標準を設定 

⑥ 業務担当者＋システム担当者 ⑥ システム担当者が
主体 

② 時代の潮流に合わせたス
タンダードを採用 

※ 実務者による業務実態に即した
活動 

業務プロセス 

メッセージ 

データ交換規約 

標準構造 

標準制定の 

検討プロセス 

標準制定の 

参画者 
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３－２．特徴-①：企業間個別調整の少ない標準 

業務プロセス 

メッセージ 

データ交換規約 

コア オプション 注文 
 ・何を 
 ・いくらで 
 ・いつまで 
 ・どこに 
  ↓ 
どんな業界 
どんな国 
 でも変わらない 

●業務モデルに利用シーンと
運用の選択肢を詳しく説明 

業界や国の商慣習・法制度
によって変わる 

●全項目の意味・利用目的を
具体的・実用的に定義 

●業務モデル・業務プロセスに
踏み込んでコード化し、値と
その意味を定義 

受注者・発注者間にて折り合
いをつけながら合意の範囲
内でオプション部分まで規定 
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３－２．特徴-②：標準構造の上下層の位置づけ 

ISDN回線 / インターネット 

拡張Z手順（全銀TCP/IP） /  
ebXML手順 

CII 
シンタックスルール 

ebXML 
シンタックスルール 

CII形式 XML形式 

 

メッセージ 

ECM / SCM 業務プロセス 

メッセージ 

データ交換規約 

（インフラ） 

時代の潮流に合わせた 

スタンダートを採用 

↓ 

ECALGA標準としての 

ルール決め 

データ交換規約に合わせた 

データ形式を用意 

データ交換規約に 

影響されない 

標準策定の重点領域 
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３－２．特徴-③：標準制定のプロセス 

 

標準内容の策定 

検証 

 

 
編集・発行 

１．業務で使える標準を志向 

①営業、資材、設計実務者中心のＥＣＭ／ＳＣＭ委員会か
らの業務ニーズにより提案 

②業務プロセスとメッセージ、帳票・ラベルを並行して検討 

２．実際に動き使えることを事前に検証 

①ＩＴ技術者中心の情報技術委員会と企業の実務者参加
と合同で実証実験を実施 

②メッセージ作成、交換に必要なツールを開発し、無償で
提供 

③ITパートナーと連携しサポート基盤を整備 

３．標準策定者以外の利用者、他業界から見ても理解
しやすく編集 

①業務プロセス、メッセージフォーマット、項目定義、コー
ド定義を標準委員会にて標準書にまとめて発行 

②海外拠点利用者向けに英文・中文版を発行 
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３－２．特徴-④：会員企業実用化ニーズの取り込み 

見積依頼 
確定注文 

情報 

図面・仕様書 
見積条件書の

データ 
（ﾌｧｲﾙ名、 

格納場所等） 

見積回答 
情報 

図面・仕様書 
見積条件書の 

データ 

発注企業 

取引情報 

図面・仕様書 

センター  受注者 

商流情報に図面・仕様書に関するデータを付加して送受信 

【例】 見積～注文段階における補足情報による図面・仕様書の交換 

発注者側効果 ：送付漏れ、送付間違い等作業ミスの撲滅            
受注者側効果 ：見積依頼・注文書と図面・仕様書が同期し、検索・閲覧が容易 

【 新規モデル 】 

  ・JEITA-VMI 

  ・コンサイメント 

  ・海外取引 

  ・環境情報 

【 既存規定の改訂 】 
  ・標準多品納品書への単価・金額・注文数量項目の追加 

  ・180mmリール対応のC3ラベル（サイズ／２次元シンボル） 

  ・見積～注文情報への補足情報項目の追加 
 

  etc… 
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３－２．特徴-⑤：他業界からの要求対応 

【例】 関連業界との連携 

代理店・特約店で利用する項目の追加要求 

重電業界 （ＪＥＭＡ：日本電機工業会） 

見積・注文情報への項目追加 

①生産形態在庫区分     ②（発注品）特殊仕様１    ③（発注品）特殊仕様１漢字 
④（発注品）特殊仕様２   ⑤（発注品）特殊仕様２漢字  ⑥立会検査有無区分 
⑦エンドユーザ注文日    ⑧エンドユーザ業種      ⑨エンドユーザ引渡し条件 
⑩エンドユーザ引渡条件漢字 ⑪特値認可ナンバー      ⑫受注者在庫場所コード 
⑬輸出地域コード 

【 方針 】 

  関連業界への普及・連携には積極的に貢献する 
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３－２．特徴-⑥：標準制定・改訂の体制 

業務プロセス 

メッセージ 

データ交換規約 

 
 

情報技術委員会 
  ≪システム担当者≫ 
   ・発注者/受注者の情報システム部門 
   ・ASP業者 

 
ECM委員会 
SCM委員会 
 ≪発注者、受注者≫ 
  ・業務担当 
  ・システム担当 

 
取引標準専門委員会 
 
 ≪発注者、受注者≫ 
   ・業務担当 
   ・システム担当 

連
携 

連携 

連
携 

実務者の参画による委員会を形成 
（実務者中心の実業務に即した標準化） 
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４－１．EIAJからの継承：SCM／業務プロセス規定 

ECALGA EIAJ 

Ⅲ運用諸規則編 
 2.1内示注文と確定注文の関連 
 2.2注文情報の変更・取消・打切 
   方法 
 
Ⅳ業務運用・ルール編 
 3.注文EDIの運用ルール 
  3.1背景および目的 
  3.2「物の確保」と「納期の指示」 
    に関する運用ルール 
  3.3予約注文に関する 
    運用ルール 
  3.4確定注文の変更に関する 
    運用ルール 
  3.5注文関連の請け情報 
    に関する運用ルール 

EIAJ-EDI標準 2001年版 Ⅵ国内業務モデル編（SCM） 2012年度版 

【 例 ：受発注業務  】 

ＣＢＣ定義書「受発注」 Ver2012A-01 
 
 1.はじめに 
 2.受発注の概要 
 
 3.受発注の構成内容 
 
 4.所要計画提示の運用説明 
 5.予約注文申込みと注文請けの運用説明 
 6.予約納期確認と予約納期回答の運用説明 
 7.内示注文の申込みの運用説明 
 8.注文の申込みと注文請けの運用説明 
 9.納期確認と納期回答の運用説明 
 10.納入指示の運用説明 

全体概要 

業務の流れ 

個別業務 

シ
ナ
リ
オ
化 
別編を業務単位に一つにまとめて、 

EIAJの業務諸規則・運用ルールをシナリオ化 

目次（抜粋） 目次（抜粋） 

シナリオ 
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４－２．EIAJからの継承：SCM／メッセージ規定 

ECALGA EIAJ 

１Ａ 
｜ 

１Ｄ 

２Ｅ 
｜ 

２Ｈ 

Ver2003A 
｜ 

Ver2004A 

Ver2006A 
｜ 

Ver2012A 

２Ｊ 
｜ 

２Ｋ 

EIAJ形式 CII形式 

CII形式 

XML形式 XML形式 

・日付項目の８桁化 

・項目の順序変更 

・情報種を追加 

・データ項目の拡充 

・漢字属性を追加 

・外貨決済対応 

・コンサイメント区分 

・補足情報を追加 

・コンサイメント区分 

・補足情報の追加 

・情報区分の追加 

【 例：注文情報 】 

CII形式の改訂
を一時凍結 

CII形式とXML
形式の両立 

２Ｈをもとに構造化 
（２Ｈと項目内容は変わらない） 

Ver2004Aをもとに 

フラット化 
（２Ｈの項目を包含） 
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５．今後の方針 

グローバルでのBtoBにおけるEDIの普及と利便性を確保 

海外 

国際化 

業際化 

IT・エレクトロニクス 
 

ＥＣＡＬＧＡ標準 
（ＥＩＡＪ－ＥＤＩ） 

自動車 化学 

鉄鋼 ・・・ 

・・ 

アジア 

欧米 

ECALGA標準の普及 
デファクトスタンダード化 

既存スタンダード 
との整合 

業務プロセス 

メッセージ 
 

●業務プロセスの業
界差異から共通部
（項目）の可用性を
検証する 

●業界標準間での記
述形式の変換基準
を整える 

データ交換規約 
 

●１-ASPとの契約に

より複数業界での
利用を可能とする 

業界間インターフェイスを確保 
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６．ECALGA改訂のおさらい 

２００３年～２０１０年度版 ２０１２年度版 

Ｅ
C
M
 

Ｓ
Ｃ
Ｍ
 

カタログ情報公開モデル 

 納入仕様書  サンプル要求 
 購入仕様書  汎用技術情報 
 廃止品     環境情報交換 
 部品情報    技術見積 

ECALS辞書、環境辞書 

通常取引 

（注文･納入指示、買掛・支払・・） 

預託取引 

（ＪＥＩＴＡ－ＶＭＩ / コンサイメント） 

企業間プロセス制御モデル 

海外取引モデル 

技術情報交換 

モデル 

Ｘ
Ｍ
Ｌ
形
式 

Ｘ
Ｍ
Ｌ
形
式 

Ｃ
Ｉ
Ｉ
形
式 

カタログ情報公開モデル 

ECALS辞書、環境辞書 

ＪＥＩＴＡ 

シンボル標準 

送品 

案内書 

標準 

多品納品書 

ＸＭＬ 

形式 

預託取引 

（ＪＥＩＴＡ－ＶＭＩ / コンサイメント） 

海外取引モデル 

Ｘ
Ｍ
Ｌ
形
式 

Ｃ
Ｉ
Ｉ
形
式 

ＪＥＩＴＡ 

シンボル標準 

送品 

案内書 

標準 

多品納品書 

廃止 

Ｘ
Ｍ
Ｌ
形
式 

Ｃ
Ｉ
Ｉ
形
式 

８モデル 

廃止 

通常取引 

（注文･納入指示、買掛・支払・・） 

３モデル 
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７－１．ECALGA実装：判断要素 

実装レイヤー 選 択 肢 

ビジネスプロセス 
（業務モデル／プロセス／単位） 

 １） 技術情報交換 
 ２） 受発注／請求支払 
 ３） ＪＥＩＴＡ－ＶＭＩ 
   etc… 

標準メッセージ  １） ＣＩＩ形式 
 ２） ＸＭＬ形式 

シンタックスルール  １）ＣＩＩ 
 ２）ｅｂＸＭＬ 

通信手順  １）拡張Ｚ手順（全銀ＴＣＰ／ＩＰ） 
 ２）ｅｂＸＭＬ手順 
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７－２．ECALGA実装：判断プロセス 

業務モデル 

ビジネスプロセス 
Ｅｘ．技術情報交換／受発注 

ＣＩＩ形式 
ＸＭＬ形式 

標準メッセージ 

ＣＩＩ 
ｅｂＸＭＬ 

シンタックスルール 

拡張Ｚ手順（全銀TCP/IP） 

ｅｂＸＭＬ手順 

通信手順 

どの様なビジネスを 
 どの様なインフラで行いたい？ 

既存のインフラで 
  既存のビジネスを効率化したい？ 
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７－３．ECALGA実装：実装パターン 

実装 
 レイヤー ＥＣＭ ＳＣＭ 

ビジネス 

 プロセス 

技術情報交換 受発注／請求支払 

ＪＥＩＴＡ－ＶＭＩ 

 etc… 

標準 
メッセージ 

 

ＣＩＩ形式 ＸＭＬ形式 ＣＩＩ形式 ＸＭＬ形式 

シンタックス 

ルール 

 

ＣＩＩ 
＋添付ファイル 

ｅｂＸＭＬ 
＋添付ファイル 

ＣＩＩ 

 

eｂＸＭＬ 

通信手順 

 

ｅｂＸＭＬ手順 拡張Ｚ手順（全銀ＴＣＰ／ＩＰ） 

 または 

ｅｂＸＭＬ手順 
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８－１．参考：改訂履歴 
バージョン 情報の種類 追加した主な機能

内示注文情報（０５０１） （新規メッセージ）

確定注文情報（０５０２）

変更注文情報（０５０３）

注文取消情報（０５０４）

注文打切情報（０５０５）

納期回答情報（０７０２）

納入指示情報（０７０３）

出荷情報（０７０４）

検収情報（０９０１)

所要計画情報（０２０１） メッセージの追加、項目の拡充

コック引当計画情報（０２０２）

見積依頼情報（０３０１)

見積回答情報（０３０２）

予約注文情報（０２０３）

納期確認情報（０７０１）

入荷情報（０７０５）

買掛明細情報（１１０１）

支給予定情報（０４０１） メッセージ追加、項目の拡充

支給実績情報（０４０２） 商社取引対応

注文請け情報（０５０６）

注文残高確認情報（０６０１）

単価確認情報（０６０２）

検査情報（０８０１）

検収後返品情報（１００１）

売掛明細情報（１１０２）

照合確認情報（１１０３）

相殺内容通知情報（１１０５）

１Ｄ

１．データ交換規約を以下の３部構成に変更
　　・標準メッセージ　商流編 ／ 物流編
　　・シンタックスルール編
２．電線・電機業界の取引を配慮し、データ項目を追加。
３．物流EDI　リリース
４．CIIシンタックスルール　採用（但し、物流EDIにのみ使用）
５．標準納品システム　リリース
　　・Ｄラベル（標準納品荷札） ／ 標準納品書
６．資料編　リリース

２Ｅ
１．商流EDIにもCIIシンタックスルールを採用。
２．CIIシンタックスルール採用に伴い、漢字項目が登場。
３．EIAJシンタックスルールを資料編へ。

２Ｆ
１．鋼材取引　リリース
２．外貨決済　採用（1997年追補版にて)

見積採否通知情報（０３０３）

請求情報（１１０４）

検収支払情報（１１０６）

請求支払情報（１１０７）

合計支払情報（１１０８）

手形・小切手等明細情報（１１０９）

支給品受領情報（０４０３）

支給品検収情報（０４０４）

支給品在庫通知情報（０４０５）

支給品請求情報（０４０６）

支給品返品情報（０４０７

支給品返品検収情報（０４０８）

支給品在庫補充依頼情報（０４０９）

支給先在庫通知情報（０４１０）

支給品買掛明細情報（０４１１）

支給品売掛明細情報（０４１２）

支給品照合確認情報（０４１３）

予約注文請け情報（０２０４）

予約注文残高確認情報（０６０３）

検収前返品情報（１００２）

返品受領情報（１００３）

返品受諾情報（１００４）

代納指示情報（１００５）

２Ｈ

１．支給取引ＥＤＩ運用ルールを制定
２．注文ＥＤＩ運用ルールを制定
３．返品ＥＤＩ運用ルールを制定
４．データ交換規約編において、マルチ明細の明細番号は、
メッセージフォーマットに定められたマルチ明細の出現順に、
情報区分毎に１から連番に昇順に設定することで、ＣＩＩシンタッ
クスルールとの連携をとり、マルチ明細番号の付与の明確化
をはかった。
５．通信プロトコルに、ＴＣＰ／ＩＰベースの記述を追加した。
６．セキュリティーにインターネットによるＥＤＩの採用によるセ
キュリティー対策の記述を追加した。
７．全体構成の見直しを通じて、バーコードラベルシステムな
どの旧の記述を見直すとともにも、ＣＩＩシンタックスルール移行
の手引き等は削除するものとした。但し、実態として未だ１Ｄ
版を利用している企業もあるので、今回の改訂ではＥＩＡＪシン
タックスルールは残すものとした。

１Ａ

１Ｂ

１Ｃ

２Ｇ

１．請求支払ＥＤＩ　リリース
２．物流EDI　廃止
３．通信プロトコルに拡張Ｚ手順を追加
４．資料編に全銀協メッセージフォーマットを追加

バージョン 情報の種類 追加した主な機能

Ver2003A
１．ECALGA導入
２．納入仕様書交換　リリース（初めてECM系リリース）
３．企業間プロセス制御型モデル（先端モデル）　リリース

Ver2004A

１．所要計画と予約注文を活用した協業モデル　リリース
２．所要計画を活用した協業モデル　リリース
３．コンサイメント協業モデル　リリース
４．環境情報交換モデル　リリース

預託所要計画情報（０２０５）

預託補充計画情報（０２０６）

預託出荷指示情報（０７０６）

預託入庫予定情報（０７０７）

預託入庫実績情報（０７０８）

預託出荷実績情報（０７０９）

預託在庫通知情報（０７１０）

・2007年度版
・２Ｊ

１．購入仕様書交換モデル　リリース
２．部品情報提供モデル　リリース
３．技術見積モデル　リリース
４．サンプル要求モデル　リリース
５．汎用技術情報交換モデル　リリース

予約納期確認情報（０７１１）

予約納期回答情報（０７１２）

預託入庫納期回答情報（０７１３）

預託入庫指示情報（０７１４）

輸出梱包情報（０７１５）

海外所要計画情報（０２０７）
海外予約注文情報（０２０８）
海外予約注文請け情報（０２０９）
海外注文情報（０５０Ｘ）
海外注文請け情報（０５１０）
海外納期回答情報（０７１８）
海外出荷情報（０７１６）
海外梱包明細情報（０７１７）
海外検収情報（０９０２）
海外請求情報（１１１０）
海外請求明細情報（１１１１）
技術情報依頼・通知情報（０１０１）

技術情報回答情報（０１０２）
・2012年度版
・２Ｍ

１．ECM系を左記2BDに集約
２．企業間プロセス制御型モデル（先端モデル）廃止
３．CII技術仕様の利用拡大とBPSS制御利用範囲縮小

・Ver2006A
・２Ｊ

１．CIIタイプ　復活
２．JEMA（社団法人日本電機工業会）からの要望を受け、
見積、受発注関連のビジネスドキュメントに、代理店・特
約店情報項目他、13項目を追加した。
３．JEITA-VMIモデル　リリース
４．CBC定義書とBC定義書を一連の流れとして記述変更
５．廃止品情報交換モデル　リリース

・2008年度版
・２Ｋ

１．コンサイメントモデル　リリース
２．コンサイメント標準納品システム　リリース
３．コンサイメント在庫通知　リリース
４．輸出梱包　リリース
５．加工委託取引（金型、板金等）において見積、受発注
関連のビジネスドキュメントに補足情報（添付ファイルの
有無等）６項目を追加

・2010年度版
・２Ｌ

１．ECALS辞書と環境辞書の位置付け　掲載
２．JAMP-GP運用ビジネス・ドキュメント　リリース
３．海外取引モデル　リリース
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８－２．参考：刊行物、提供ツール 
JEITA/ECALGA EIAJ-EDI 

Web-EDI 

無償提供ツール 

・XMLメッセージ作成支援ツール 

・XML/CII変換ツール 

・ECALSデータ作成支援ツール 

・EIAJ 版Web-EDI導入の手引き（入門編） （2000年5月） 

・AIS作成支援ツール 

・JEITA共通クライアント 

●JEITA／ECALGA標準2012年度版 

 分冊１ Ⅰ．解説編 Ⅱ．技術編 Ⅲ．資料編 

 分冊２ Ⅳ．業務モデル編（ECM） Ⅴ．ビジネス辞書編（ECM） 

 分冊３ Ⅵ．国内業務モデル編（SCM） 

 分冊４ Ⅶ．国内ビジネス辞書編（SCM） 

 分冊５ Ⅷ．海外業務モデル編（SCM）  

      Ⅸ．海外ビジネス辞書編（SCM） 

●JEITA/ECALGA標準 英語版 Ver-01 

●JEITA/ECALGA標準 中国語版 Ver-01 

●導入ガイド、他 

 ・共通版 

 ・技術情報交換モデル編 

 ・倉庫事業者預託モデル編 

 ・違算発生防止ガイド 

 ・メールEDI運用標準ガイドライン 

 ・Web-EDIガイドライン／Version2.0 

 ・ASP間運用標準ガイドライン（ebXML）／Version2.0 

●EIAJ-EDI 標準 2001年版  

 ＜日本語＞ （2001年12月） 

 ＜英語訳＞ 

 ＜中国語＞ （2008年12月）  

●EIAJ-EDI標準1999年版（抜粋）  

                   （1999年12月）  

●導入ガイド、他 

 ・EDI取引導入ガイド  

 ・納品書レス導入ガイド 

 ・請求支払EDI導入ガイド 

 ・標準納品システム導入ガイド 

 ・EDI取引における関連法規の調査研究 



All Rights Reserved, Copyright © 2013 JEITA 23 

９．最後に 

ECALGA標準の強みは「維持」と「発展」 

JEITA-VMI、コンサイメント、海外取引、技術情報交換については、EIAJ-EDI 

2001年版以降に追加しました。  

EIAJ-EDI 2001年版利用者もぜひECALGA2012年度版をご確認ください。 

また、ECALGA標準の導入をサポートする各種ガイドラインの活用、システム
実装をサポートする無償提供ツールの活用をご検討ください。 

維持・・・普及した標準が崩れないこと、更なる普及を図ること 

発展・・・ビジネス環境、情報技術の変化に対応し進化すること 

そのために 

組織を継続して体制を維持し、継続した標準の改訂を実現している 

ECALGA標準を企業間業務プロセスの改革および業務の効率化に
お役立てください。 
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• より広く、 

• 使いやすく、 

• わかりやすく。   
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Electronic Commerce ALliance  for 
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